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１ 重層的支援体制整備事業の概要
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全体像（３つの支援の柱）

①相談支援：本人・世帯の属性にかかわらず受け止める相談支援

②参加支援：本人・世帯の状態に合わせ、地域資源を活かしながら、就労支援、

居住支援などを提供することで社会とのつながりを回復する支援

③地域づくりに向けた支援：地域社会からの孤立を防ぐとともに、

地域における多世代の交流や多様な活躍の機会と役割を生み出す支援



１ 重層的支援体制整備事業の概要
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重層的支援体制整備事業実施要綱（社会福祉法第106条の４第２項）

目的：対象者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、地域づくりに向けた
支援を一体的に実施することにより、地域住民の複合化・複雑化した
支援ニーズに対応する包括的な支援体制を整備する

実施主体：市町村

事業の種類：
（１）包括的相談支援事業（法第106条の４第２項第１号のイ～ニまでに掲げる全ての事業を一体的に行う事業をいう）

地域包括支援センターの運営、相談支援事業、利用者支援事業、自立相談支援事業

（２）地域づくり事業（法第106条の４第２項第３号のイ～ニまでに掲げる全ての事業を一体的に行う事業をいう）

地域介護予防活動支援事業、生活支援体制整備事業、地域活動支援センター事業、地域子育て支援拠点事業、共助の基盤づくり事業

（３）多機関協働事業等（法第106条の４第２項第２号に掲げる全ての事業を一体的に行う事業をいう）

参加支援事業、アウトリーチ等を通じた継続的支援事業、多機関協働事業



１ 重層的支援体制整備事業の概要
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理念・目的

属性を問わない相談支援、参加支援及び地域づくりに向けた支援を一体的に

実施する包括的な支援体制を整備することで、重層的なセーフティネットの

構築を目指す

当該事業による支援対象者は、地域住民やその世帯の属性を問わず、福祉、

介護、保健医療、住まい、就労、教育等に関する課題や地域社会からの孤立など

の地域生活課題を抱える全ての地域住民

実施に当たる基本的な理念
・ アウトリーチを含む早期的な対応を行うこと
・ 本人・世帯を包括的に受け止め支えること
・ 本人を中心とし、本人の力を引き出す観点で行われること
・ 信頼関係を基盤として継続的に行われること
・ 地域住民のつながりや関係性づくりを行うこと



２ 重層的支援体制整備事業の整理とイメージ
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事業名 事業

包括的相談支援事業 ・（介護）地域包括支援センター支援事業
・障害者相談支援事業
・利用者支援事業
・生活困窮者自立相談支援事業
・住居確保給付金、家計改善支援事業
・生活困窮世帯学習支援事業

ほっとかん
「わがまちガイド」により、
事業所情報を地図上に表示、
可視化

地域づくり事業 ・（介護）地域介護予防活動支援事業
・（介護）生活支援体制整備事業
・地域活動支援センター事業（作業所）
・地域子育て支援拠点事業
・生活困窮者支援等のための地域づくり事業

多機関協働事業等
（参加支援事業）

（アウトリーチ等を
通じた継続的支援
事業）

・食料支援事業、終活事業
・ひきこもり状態にある方を対象とした各事業
・メール、ＳＮＳ、オンライン相談支援

（多機関協働事業） ・ほっとかんにおける相談支援 ・重層的支援会議

※ 事業欄の（介護）は介護保険特別会計を示す

生成ＡＩを活用した
24時間365日の相談サービス



・既存の相談窓口、相談支援事業所窓口を活用し相談を受け止める。
・他の支援機関との連携が必要な複雑化・複合化した課題を抱えるケース等は多機関協働事業へつなぐ

地域の活動団体等を対象とした地域
づくりの支援
例）高齢者の通いの場

障害者の居場所
子育てサロン等

課題を抱えた市民のニーズの把握
、社会資源とのマッチング
多様な社会参加の環境整備
例）ひきこもり状態にある方等を

対象とした社会参加支援

相談
複雑化・複合化した課題

相談者・
要支援者・支援方針のコーディネート

（関係者の役割分担）、
支援者の支援、進捗管理

・相談支援機関のつなぎ

支援が届いてない人に継続的な伴走支援

例）食料支援、終活相談を通じたアウトリーチ
公式ＬＩＮＥを活用した継続的支援

②参加支援事業 ③地域づくり事業

④アウトリーチ等を活用した継続的支援事業

⑤多機関協働事業

①包括的相談事業

つなぎ直し

制度、事業、支援へのつなぎ

相談

情報共有・
支援の実施

ほっとかん
コーディネート

包括支援
センター

医療機関

生活福祉課

障害福祉課

市社協・
地区社協

行政センター

子ども家庭
支援センター

法律専門職

民生委員
児童委員

障害事業所

保健所

あいらんど
支え合い
団体

障害者サポート
センター

介護保険課

介護事業所町内会・
自治会

生活支援課

社会福祉
推進委員

つなぎ

伴走
支援

相談機関へのつなぎ

※ 民生局内を中心に主な関係機関を記載

健康福祉
センター

２ 重層的支援体制整備事業の整理とイメージ
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事業・制度中心 本人・世帯中心

アプローチ

・まずは、一人の人間として傾聴し、その人や
家族が置かれている状況全体を理解しようと
する。（包括的アセスメント）

スタート

・この相談者は、何に困っていて、どんな生活を
送りたいと願っているのか。

ゴール

・本人が望む生活をこのヨコスカで実現できる
よう、既存の福祉サービスだけでなく、ＮＰＯ、
ボランティア、ご近所さん等の支援を
組み合わせる。

３ 重層的支援体制整備実施により目指す支援の在り方
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「制度の椅子に座れるか」を確認する。 伴走型支援

アプローチ

・相談者の訴えを、既存の福祉制度の支給要件と
合致するかを審査する。

・合致＝「支援対象」、合致しない＝「対象外」

スタート

・この相談者は、どの福祉制度の対象なのか。

ゴール

・制度に基づいたサービスを、公平に、正確に
提供すること。



３ 重層的支援体制整備実施により目指す支援の在り方

事業・制度中心

課題の全体像

・見えにくい。

要件に合致しない場合

・行き詰まる。

支援者としての限界を感じた場合

・抱え込みやすい。

望ましい生活

・支援者が判断する。

インフォーマル資源の活用

・支援者が活用する。

足りない社会資源

・見えにくい。

本人・世帯中心

課題の全体像

・見えやすい。

要件に合致しない場合

・他の支援者と連携しやすい。

支援者としての限界を感じた場合

・抱え込みにくい。

望ましい生活

・本人が考え意思決定する。

インフォーマル資源の活用

・本人が活用する。

足りない社会資源

・気づきやすい。→解決の道筋が広がりやすい。
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３ 重層的支援体制整備実施により目指す支援の在り方
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「8050問題」「ダブルケア」「ごみ屋敷」

いずれの問題も、単一の機関が単独で対応できる課題ではない

「重層さん」の課題

× 誰か一人が引き受ける課題

○ 関係者全員で役割分担しながら解決する課題

関係者間で役割分担する際の「タテワリの弊害」

１ 情報の分断

２ 連携コストと心理的ハードルの高まり

３ 責任の押し付け合い

４ 関係者の疲弊



つながりの再構築：

①支援機関同士のつながり
行政内部、行政と支援機関とのネットワークを構築する＝敷居を低くする。

②本人と支援（制度）のつながり
制度を知らないこと等により支援を受けられない人にアウトリーチする。

③本人と社会（人）のつながり
社会的孤立にある人が安心して過ごせる「居場所」を作る。

３ 重層的支援体制整備実施により目指す支援の在り方
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「まるごと」受け止め、「つながり」を再構築する

まるごと受け止める： 

・「一つの世帯として生活再建」を目指す。

・年齢、障害の有無等で切り分けず、相談に来られた家族を一体として受け止める。



■ 本日のまとめ
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・重層事業は「誰かがやるもの」ではなく、
ヨコスカの福祉に関わる者同士、チームとして「我が事」として行動すること。

・これまでの「事業・制度中心」の支援から
「本人・世帯中心」を中心とした支援に移行する。

・本人が望む生活をヨコスカで実現できるよう、
支援者同士が支援のネットワークを形成する。

・支援者のネットワークができていくことで、
結果的に一人ひとりの支援者が抱え込まなくてよくなり、負担が軽減される。



さいごに

重層的支援体制整備事業は、市と関係者の皆様とで試行錯誤

しながら作り上げていく事業です。

皆様の「ここが困っているので、こんな風にできないか」と

いうご提案をお待ちしております。
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重層的支援体制整備事業については
ほっとかん（地域福祉課）
cbw-hw@city.yokosuka.kanagawa.jp
０４６－８２２－９６１３

個別の事業については
ご提案の内容に応じて各事業担当課と
検討させていただくことがあります。
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